
法科大学院用 

第２回共通到達度確認試験実施要領  

共通到達度確認試験管理委員会  

 

第２回共通到達度確認試験（以下、「到達度試験」とする）について、各法科大学院（以下、

「各大学」とする）は、この実施要領に沿って実施をお願いします。  

 

【実施の趣旨】  

法学未修者の教育の質の保証の観点から各大学が客観的かつ厳格に進級判定を行い、学生

に対する学修・進路指導の充実を図る基礎とし、学生自身においても全国レベルでの比較の下

で自己の学修到達度を自ら把握し、学修の進め方等を見直すことを可能とするために実施す

るものです。  

 

【実施にあたっての業務】  

到達度試験実施にあたり、各大学において下記の業務をお願いします。  

 出願受付・取りまとめ・事務局への連絡・受験番号の付番、試験場・連絡担当者待機場所の

確保、試験監督員（以下、「監督員」とする）・連絡担当者の選任、試験問題の印刷・保管、解

答用紙等試験資材の受領・保管、試験の実施、解答用紙の整理・返送、その他関連する業務  

 

【日程と時間割】  

２０２１年１月１０日（日）１２：４０ (受験者集合 )～１６：５５ (試験終了 ) 

 

憲 法（３０問：正誤２０問・多肢１０問）  

[集合時間１２：４０ ] １３：００～１３：５０（５０分）  

刑 法（３０問：正誤２０問・多肢１０問）  

[集合時間１４：１０ ] １４：２０～１５：１０（５０分）  

民 法（４５問：正誤３０問・多肢１５問）  

[集合時間１５：３０ ] １５：４０～１６：５５（７５分）  

 ＊民法の試験において、平成  30 年の民法改正 (成年年齢関係 )については、本

年度の試験の実施日において未施行のものも含めて、「民法の一部を改正する

法律」(平成  30 年法律第  59 号 )による改正後の法律に基づいて出題されます。 

 

【対象者】5 月 1 日現在の在学者  

カテゴリ※ 1 入学年次等 受験の要否 活用方法 

カテゴリＡ  

2019 年度以降入学未修 1 年次生  

（当該年度末に進級予定ではない者※ 2

を除く） 

要 
進級判定資料のひとつ

として活用  

カテゴリＢ  

2018 年度以前入学未修 1 年次生  

（当該年度末に進級予定ではない者※ 2

を除く） 

要 
学修指導の参考資料  

として活用  

カテゴリＣ  上記以外の在学生  
否 

（任意） 

学修指導の参考資料  

として活用  

※1 当試験ではこのカテゴリ名で各対象者を示します  

※2 休学者、長期履修者、秋季入学者等  
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